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『寒川町プロモーション戦略（案）』パブリックコメント実施結果報告書 

 

 寒川町のプロモーション戦略（案）についてパブリックコメント（町民意見の公募）を実施した

結果は、次のとおりです。 

 

【 意 見 の 募 集 期 間 】 平成 29 年 1 月 5 日（木）から 2 月 7 日（火） 

【資料配布閲覧場所】 町役場１階ロビー、役場２階 企画政策課窓口、寒川町民センター、同セ 

ンター分室、北部文化福祉会館、南部文化福祉会館、健康管理センター、

寒川総合体育館、寒川総合図書館、町ホームページ 

 

【 意 見 の 提 出 状 況 】 提出いただいた意見 

意見提出者数：5 名 

意 見 総 数：5 件 

意 見 の 内 訳：戦略の目標と実現に関するご意見 2 件 

       戦略推進にあたってのご提案 3 件  

 

【実施結果の閲覧場所】  

このパブリックコメント実施結果については、「資料閲覧配付場所」に記載のある場所でご覧いただ

けます。また、町ホームページでも閲覧することができます。 

 

【 問 い 合 せ 先 】 寒川町企画政策部企画政策課 

電 話：０４６７-７４-１１１１内線 233 

フ ァ ク ス：０４６７-７４-９１４１ 

電子メール：kikaku@town.samukawa.kanagawa.jp 
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№ ご意見 町の考え方 

1 1.町の人口に関する目標を、平成 31 年度の転入

者数：2,000 人、平成 31 年度の総人口：48,45

１人としています。 

環境基本計画にあるような、たとえば  「環境

コーナーの設置数」や「環境関連情報ホームペ

ージの更新回数」（基本目標 １－１）といった

「取るに足らない小さな目標」を設定したり、

教育振興基本計画に多い「数値ではなく言葉だ

けの目標」などを設定せずに、また、方向付け

で終わらず、町の発展に直結しそうな「比較的

大きな目標値」を設定したことに敬意を表しま

す。しかし、調べれて見てください。今まで、

役場が打ち出した数々の「計画や戦略」に書か

れた目標値は、全くといってよいほど期限内に

達成していません。だから、状況の変化があっ

たと言い訳して、2 次、３次と改定版を出して

きたのです。「状況の変化」を予測する能力が役

場職員にないのに、無謀にも「計画」を建てた

ことが間違いだったと思います。もし、最初の

計画に沿って目標が達成できれば、一旦そこで

計画は終わりにして良かったはずです。突き詰

めれば、目標達成に対する責任感や、状況の変

化に対応できる計画を立案する「能力」の不足

があります。これは、急に改善できるものでは

ありません。立派な目標を建てたことは喜ばし

いことですが、私は、Ｈ３１年にこの戦略の目

標が達成できるとは、全く思っていません。時

間を掛けて大きな計画書を形にする前に、企業

並みの能力を上げる訓練を、しなければ、永遠

に、「目標を達成できる計画」は役所から生まれ

てこないと思います。 

2.この戦略は、「寒川町総合戦略」にある「目標

人口を実現するため」の「部分的な戦略」と位

置づけています。ただ、この目標人口を達成で

きたら、本当に、「寒川町が暮らしの場として評

価され、選ばれるようになる」のでしょうか？ 

ここが怪しげなら、何のための人口ヴィジョン

か分からなくなります。 

大事なことは、人口を増やすと町が栄えるか

どうかを検証しておくことです。これが総合計

画のどこにも書かれていません。「当然だ」と言

わぬばかりの書き方になっています。 

単純かも知れませんが、地方交付税が増えない

限り、転入者数が 2,000 人に増え、総人口が、

48,451 人になれば、財政状況は悪化し、経常収

支比率が１００％に近づき、借金も増えると思

います。 

地方交付税がもらえるようになるのでしょう

 寒川町プロモーション戦略は、平成 27 年

度に策定しました「寒川町人口ビジョン」に

位置づけている「将来の人口展望」と「寒川

町まち・ひと・しごと創生総合戦略」に位置

づけた人口に関する目標の実現が目的であ

ることから目標の整合を図っています。「寒

川町人口ビジョン」の「将来の人口展望（目

標人口）」の設定に関する考え方は、寒川町

の将来人口推計が2060年に36,282人なると

の推計結果を踏まえ、寒川町が地域の持続可

能性を維持するために確保が求められる人

口を考慮し設定しています。 

 また、戦略における目標の実現にあたりま

しては、戦略の検討段階で、効果的なプロモ

ーションを展開するため専門的技術の確

保・蓄積が必要との判断のもと、マーケティ

ングやプロモーションのスキル・ノウハウを

有した人材の登用も検討しています。 

 さらに、今回実施したパブリックコメント

では「寒川町プロモーション戦略（案）」と

同戦略に基づく具体的な取組内容やスケジ

ュール等を設定した「寒川町プロモーション

戦略アクションプラン（案）」もお示しして

います。今後戦略に位置づけた目標の実現に

向け、同アクションプランに位置づけた具体

的な取組を着実に進めたいと考えます。 
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№ ご意見 町の考え方 

か？財政のことが関連の計画に何も載っていま

せん。やはり、抑えるところはしっかり抑えて

おくのが、計画を立案する準備に欠かせないと

思います。 

これからは、少子高齢化の時代です。市町村

間の競争は激しくなると言われています。投資

なしで栄えることは難しいと思います。財源が

なければ住民サービスも上げられません。借金

すれば数の少なくなる次世代に負担を掛けるこ

とになります。こうならないという「説明」が

この戦略には欠けています。 

 

3.「上滑りした戦略」と言うのが私の感想です。 

「プロモーション戦略の対象」を認知行動レベ

ルで次のように分類しています。①「無関心を、

②関心を持つようにするために情報発信を行

う、③その準備を行い、④実行すれば定住が増

え、⑤愛着が増えると書かれています。きれい

な文章です。 

そして、基本方針を次のように設定しています。 

基本方針１  プロモーション活動ツールの充実 

基本方針２  認知度向上に向けた戦略的な情報

発信 

基本方針３  移住候補地としての誘導 基本方

針４  推進体制の構築 

「格好いい」段取りが並んでいますが、この

方針と、「転入者数が 2,000 人に増え、総人口が、

48,451人になることとの関係がさっぱり分かり

ません。「こうやれば、必ずこの目標が達成でき

ます」という説明がなぜか、どこにも書かれて

いません。「信じろ」といっているだけです。こ

れは明らかな「上滑り」です。「論理の飛躍」で

す。 

「戦略」と銘打つなら、Ａ対策に１００万円

を掛けて１００人増やせる、Ｂ対策に５００万

円掛ければ３００人ほど増やせるといった「積

み上げ」を行い、費用対効果で財源の許す範囲

内で対策を選び出し、最終的に「これだけの費

用を掛けて、人口をこれだけ増やします」とま

とめたものが「戦略」だと思います。どうして

こういう進め方で作らなかったのでしょうか？ 

コンサルの言ったことをそのまま転載したよう

に思いますが、違いますか？ 

「これは大筋の戦略であって実施計画は別に

作る」と言うのかも知れませんが、その２段構

えのやりかたでは「全体像」が見えてきません。

全体像の見えない案について、パブコメを行っ

てもあまり意味はありません。 
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№ ご意見 町の考え方 

町は、「これで位置づけをした」、「詳細は実施計

画で｣と言うと思います。しかし、全体像を示さ

ないで、なしくづし的に具体策に財源を投入し

て行けば、「無駄使い」が増えるのは明らかです。 

ラフでも良いから、「全体像」を示し、同時に「今

後、微調整できる範囲」を明示しておく手法を

取らなければ、「立てた目標」は、絵に描いた餅

になるだけで、絶対に達成できないと思います。 

2 プロモーション戦略とアクションプランは、20

～30代で就学前の子供を持つ家族と単身者を対

象としているためか、70才の私には、カタカナ

文字が多く、理解困難な文章です。そして、当

たり前のことを大きくふくらませるためか、読

点（、）を多く使った文がありすぎです。専門会

社が作ったのでは、ないかと思います。 

 この二つの案は、他地区の若い世代に、寒川

町へ移住してもらうために、宣伝活動と行動計

画を実行するため予算獲得の理由づけだと思い

ます。 

 ただ、（仮称）公共施設等総合管理計画の「外

部策定委員会」計画案では、寒川町の町内全域

人口推計では、人口減少となっています。そし

て他市町も人口移住促進行動を考えているでし

ょう。 

 ２０００人の移住定着を目標としています

が、もし達成できなかったときは、この案を作

った（？）専門会社がいるなら違約金をとり、

町の担当部の責任者は、豊洲市場の市場長のよ

うに降格・減給をし、審議をした町議員は、説

明責任をきちんと（氏名）するようを確認して

ほしいです。 

 寒川町プロモーション戦略は、平成 27 年

度に策定しました「寒川町人口ビジョン」に

位置づけている「将来の人口展望」と「寒川

町まち・ひと・しごと創生総合戦略」に位置

づけた人口に関する目標の実現に向けて、寒

川の魅力を町外に発信し、定住可能性を高め

るための具体的な取組の方向性と手法を定

めるもので、今後のプロモーションの具体的

な取組を展開する上での指針です。また、ア

クションプランは、同戦略に基づいて具体的

な取組内容、スケジュールを示したもので

す。 

人口減少問題については、寒川町だけでな

く日本全体の問題で、移住促進の取組は全国

的に広がっています。人口に関する目標につ

きましては、少子高齢化に対応し、地域の持

続可能性を有した魅力ある町であり続ける

ことを目的に設定してございますので、その

実現に向けて主体的に取り組んでまいりま

す。 

3 移住者の促進案について 

１ 20、30代の家族をメインなら当然共働きの

可能性が大であること。 

では、子育てで共働き世代が住み替えるとき何

を重要視するか、子どもの保育園関係でしょう。

パブリックには待機児童は０であると記載して

ありましたが共働き世代の利便性を良くするた

めの対策が必要であると思います。提案ですが、

駅近く又は、駅に併設する様な保育園を新設す

ることにより便利性をアピールする事が出来る

と思います。 

２ ３０分～1時間の範囲内の設定について 

この設定は、促進する上で設定する必要はない

と思います。 

寒川から電車で 1 時間とすると品川付近までと

なります。茅ヶ崎から新宿までおはようライナ

ー又は新宿湘南ラインを使用しても 1 時間で

１ 本戦略では、移住促進のターゲットとし

て、20・30 代のファミリー層をメインター

ゲットとして設定しています。戦略の策定に

あたり実施した基礎調査（アンケート等）の

結果では、今回設定したメインターゲットが

考える「寒川町の評価要因」は、「住宅価格

等」、「閑静な住環境」、「自然等子育て環境」、

「通勤等利便性」、「保育サービス」が上位と

なりました。 

ご意見にある保育園に関しましてもメイ

ンターゲットにアピールできる魅力資源で

あると考えます。現時点で新設の計画はござ

いませんが、現在の保育サービス等における

魅力（一時預かり事業の全園実施など）をア

ピールしていきたいと考えます。 

２ 本戦略における「移住促進ターゲット」

の「ターゲット像」の属性に記載した「勤務
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№ ご意見 町の考え方 

す。設定の必要性は無いと考えます。 

移動手段とは、通勤の移動手段ですか？それと

も生活上の移動手段でしょうか 

３ 住環境の件 

寒川町は、どの様な住宅地を考えているのか分

かりませんが、寒川に移住するのに隣の家との

空間が無い様な状況の住宅に住もうとは思わな

いと思います。それなら交通の便の良い所に住

む選択をするでしょう。住宅地を開発する際に

閑静な住環境ができる様な法整備をする必要が

あると思います。寒川は、湘南地域に有りなが

えらとても自然を感じられる所は素敵だと思っ

ています。自然観を感じられる様な住宅地を造

る様にお願いします。 

地：寒川町内若しくは寒川町から 30 分から

1時間の範囲内に勤務」の考え方につきまし

ては、戦略の策定にあたり実施した基礎調査

（アンケート等）における「通勤等利便性」、

「通勤等許容時間」、「寒川町への転入動向」

などを加味し、基本的には、通勤許容エリア

（既に仕事をもち寒川町を通勤許容とする

人たち）をターゲットとすることを整理して

いるものです。また、ご意見にある「移動手

段」につきましては、寒川町でのライフスタ

イルの現状を踏まえまして、生活上の移動手

段として記載しています。 

３ 住環境や良好なまちなみ景観の確保に

つきましては、寒川町への移住を促進してい

く上で重要な施策であると考えます。前述の

アンケート結果では、ターゲットとして設定

した人たちが考える「寒川町の評価要因」と

しても「閑静な住環境」も評価ポイントとな

っています。 

 町では、平成 25 年 7月に、用途地域内お

ける市街地環境を維持・土地利用の増進を図

ることを目的に建築物の高さの限度をルー

ル化した高度地区を指定しており、住環境の

向上を図っており、今後も良好な住環境が形

成されるようまちづくりを進めてまいりま

す。 

4 〇子育て環境についての（案）＜共稼ぎ家庭助

長策＞ 

 現幼稚園での延長保育と学童保育事業も民間

活力導入で、1～3 年、3～6年と幅広く、その内

容にも語学、スポーツ教室等取り入れ学校教育

での補いとして学力、体力の向上をはかる。 

〇生活環境についての（案） 

・道路渋滞の緩和 

：町内（丸子中山線：県道）東の外周道路（計

画道路の）の早期開通〔小谷～香川みずき間〕 

：用田踏切の立体化 

・通勤、通学、観光対策：2 市 1 町（海老名、

茅ケ崎、寒川）の連携で相模線の海老名駅から

のＪＲ相模線への相互乗り入れ 

本戦略を着実に進める上で、町外の人たち

が「寒川町に住みたい」と感じてもらうため

には、寒川町の新たな魅力を創出していく必

要があり、ご提案にある、子育て支援の充実、

学力・体力の向上、道路網の整備、公共交通

網の整備についても重要な施策であると考

えます。 

その魅力の創出に向けては、魅力あるまち

づくりを進めるための総合的、計画的な行政

運営の指針である、「寒川町総合計画後期基

本計画 さむかわ 2020 プラン」、寒川町人口

ビジョンにおける将来展望を実現するため

の具体的な処方箋である「寒川町まち・ひ

と・しごと創生総合戦略」の着実な推進を図

りながら、その実現を図るとともに、町を取

り巻く環境や時勢等に応じて適宜効果的な

施策立案をしてまいりたいと考えます。 

5 １移住促進ターゲットについて 

ITを活用したプロモーションを展開するのであ

れば、エリアを 1 時間と限定せず、さがみ縦貫

道路のポテンシャルを生かし埼玉・群馬・茨城

などもターゲットとして捉え、PRを展開する方

１ 本戦略における「移住促進ターゲット」

の「ターゲット像」の属性に記載した「勤務

地：寒川町内若しくは寒川町から 30 分から

1時間の範囲内に勤務」の考え方につきまし

ては、戦略の策定にあたり実施した基礎調査
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№ ご意見 町の考え方 

が効果的と考える。 

２ターゲットに提供する暮らしの価値について 

寒川町は本当に暮らしやすいまちだと感じてい

る。その暮らしやすさや魅力を知ってもらって、

寒川町をいいと感じる人を集めていく方向性は

いいこと思う。ターゲットと設定している子育

て世代に向けては、その人達の生活に直結する

身近な問題や子育てしやすい環境が魅力となっ

てくるので、子育て環境を重点的に PRしていく

ことが効果的である。 

また、寒川町は町全体が平坦な地形で坂が少

ない。坂が少ない環境は生活の上では大きな価

値となってくるので、PR資源として捉えるべき。 

３まちづくりについて 

今回、町が考えるプロモーション戦略は、寒川

町に引っ越してくる人を増やしていくことを柱

にまとめられているが、一方で転出する人が増

えてしまえば意味がない。町はその流出防止に

も注力すべきである。 

また、寒川町に移住を促していくためには PR

も重要だが、寒川町が本当に魅力的なまち、住

み続けたいと思えるまちに変わっていくことが

重要である。そのため、道路整備、相模線の複

線化、相鉄の延伸などの都市インフラの整備、

土地利用の緩和（都市計画と農用地）、ターゲッ

ト世代が親しめる中央公園のような集客力のあ

る公園の整備や寒川神社の門前町の整備などを

進め、町の価値を向上させることに注力すべき。 

さらに、子育て世代をターゲットとするならば、

子を持つ親の視点では、教育水準も重要な要素

である。学力向上のための施策を展開し、魅力

資源に成長させるべき。 

（アンケート等）における「通勤等利便性」、

「通勤等許容時間」、「寒川町への転入動向」

などを加味し、基本的には、通勤許容エリア

（既に仕事をもち寒川町を通勤許容とする

人たち）をターゲットとすることを整理して

おり、転入可能性を高める観点からは、この

エリアの人たちを中心にアピールしていき

たいと考えていますが、今回の取組はご意見

にもありますとおりＩＴも活用しながら情

報発信をする予定です。ご指摘のエリアにつ

いても、転入可能性が高まる可能性が考えら

れますので、そのエリアの人たちに対するア

プローチ方法も検討したいと考えます。 

２ 本戦略の策定にあたり実施した基礎調

査（アンケート等）の結果では、本戦略にお

いてメインターゲットと設定する 20・30 代

のファミリー層は、子育て環境に高い関心を

持っている傾向があります。 

ご指摘のとおり、ターゲットの生活に直結

する身近な問題や子育てサービスの魅力を

重点的にアピールすることは訴求力が高い

と考えるため、重点的に情報発信していきた

いと考えます。 

また、ご意見である、「坂が少ない環境」

は、生活する上での魅力資源と考えられます

ので、戦略における「ターゲットに提供する

暮らしの価値」に反映させていただきます。 

３ 人口施策を考える上では、転入促進と並

行して転出抑制の取組が必要となってきま

す。転出抑制のためには、ご意見にある「寒

川町が本当に魅力的なまち、住み続けたいま

ちに変わっていくこと」は重要であると考え

ます。ご提案の道路網の整備、公共交通網の

整備、土地利用の適正化、公園等の整備、観

光の振興、学力の向上は重要な施策であるこ

とから、魅力あるまちづくりを進めるための

総合的、計画的な行政運営の指針である、「寒

川町総合計画後期基本計画 さむかわ 2020

プラン」、寒川町人口ビジョンにおける将来

展望を実現するための具体的な処方箋であ

る「寒川町まち・ひと・しごと創生総合戦略」

のまちづくりを着実に進めていくことで実

現を図ってまいります。 

 


